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わ
が
国
林
学
草
創
期
に
お
け
る
林
政
学
に
つ
い
て

林山

は
じ
め
に

島
田
錦
蔵
『
新
訂
林
政
学
枇
配
』
の
序
に
、
わ
が
国
に
)お
け
る
林

政
学
の
文
品
川
、
明
治
三
土
ハ
年
川
瀬
善
太
郎
『
林
政
調
一
論
』
、
本
多

静
六
『
林
政
学
』
、
明
治
四
十
一
年
沖
出
房
吉
『
森
林
政
策
』
、
昭
和
十

五
年
薗
部
一
郎
『
林
業
政
策
上
巻
』
が
発
刊
さ
れ
た
の
み
、
前
三
者

は
ド
イ
ツ
の
斯
学
か
ら
の
翻
案
の
域
を
出
た
に
す
ぎ
ず
、
園
部
博
土
の

も
の
は
上
巻
の
み
刊
行
さ
れ
、
政
策
本
論
は
未
刊
行
の
下
巻
に
所
蔵
さ

れ
る
べ
く
残
っ
て
い
る
。
と
あ
る
。
こ
の
「
翻
案
」
の
語
に
わ
が
師
島

田
が
龍
め
た
意
味
に
興
味
が
持
て
る
。

小
論
で
は
林
学
成
立
の
経
過
を
辿
り
、
そ
の
中
で
作
ら
れ
る
林
政
学

教
科
書
と
は
と
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
、
本
文
の

一
部
も
示
し
見
る
こ
と
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す
る
が
、
森
川
潤
「
ド
イ
ツ
林
学
の
受
容
過
程
|
農
科
大
学
成
立
の
条

(7
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件
に
つ
い
て
|
」
も
参
考
に
し
た
。

ま
ず
、
わ
が
国
林
学
教
育
の
繁
明
期
に
主
役
と
な
る
の
は
、
樹
木
試

験
場
を
開
設
し
た
の
ち
、
そ
れ
を
足
場
に
東
京
山
林
学
校
を
開
設
し
た

「
松
野
硝
」
、
東
京
山
林
学
校
の
内
容
を
充
実
し
、
東
京
山
林
学
校
が
駒

場
農
学
校
と
合
併
し
東
京
農
林
学
校
林
学
科
と
な
っ
た
時
代
に
も
引
き

続
き
活
躍
し
た
「
中
村
弥
六
」
、
つ
い
で
東
京
農
林
学
校
が
帝
国
大
学

の
分
科
大
学
の
ひ
と
つ
、
農
科
大
学
と
な
っ
た
の
ち
に
、
林
学
の
教
育

体
制
を
整
え
た
「
志
賀
泰
山
」
の
三
人
で
あ
る
。
準
主
役
と
し
て
、
帝

大
総
長
に
就
任
す
る
以
前
か
ら
林
学
へ
の
理
解
が
深
か
っ
た
「
漬
尾

新
」
を
あ
げ
て
い
る
。
中
村
と
志
賀
は
、
大
学
南
校
↓
東
京
開
成
学
校

(
東
京
大
学
の
前
身
)
の
在
学
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
り
、
漬
尾
は
当

時
か
ら
二
人
の
師
だ
っ
た
。
こ
う
述
べ
て
、
松
野
、
中
村
、
志
賀
に
つ

き
経
歴
を
記
し
て
い
る
。

品
川
弥
二
郎
の
薦
め
で
林
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
志
賀
は
、
ザ
ク

セ
ン
王
国
高
等
森
林
学
校
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
留
学
す
る
。
品
川
が

ド
イ
ツ
公
使
と
し
て
赴
任
し
て
く
る
と
、
品
川
を
貴
族
所
有
林
な
ど
集

約
経
営
の
森
林
を
案
内
す
る
。
品
川
は
そ
れ
以
来
日
本
林
学
振
興
の
熱

心
な
推
進
者
と
な
っ
た
。
ま
た
文
部
省
専
門
学
務
局
長
漬
尾
新
の
欧
州

視
察
の
際
に
も
林
学
施
設
を
案
内
、
林
業
・
林
学
の
重
要
性
に
つ
き
啓

蒙
し
た
。
こ
う
し
て
、
林
業
行
政
上
の
重
要
事
項
は
品
川
の
、
林
学
教

育
上
の
重
要
事
項
は
漬
尾
の
援
助
を
受
け
て
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
。

林山

福?

康2

記号

島主

と
す
る
。
林
学
草
創
期
の
林
政
学
教
科
書
は
、
明
治
時
代
に
出
版
さ
れ

た
本
多
、
川
瀬
、
小
出
の
著
作
に
な
る
。
大
正
及
び
昭
和
戦
前
期
の
も

の
は
薗
部
「
林
業
政
策
上
巻
」
の
み
で
あ
る
。
東
京
山
林
学
校
及
び

東
京
農
林
学
校
時
代
林
政
学
を
講
じ
た
中
村
弥
六
は
教
科
書
を
残
し
て

い
な
い
。
ま
ず
、
林
学
の
繁
明
期
に
遡
り
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
人
々
の

姿
を
見
て
み
よ
う
。

一
わ
が
国
林
学
の
繋
明
期
に
活
躍
し
た
人
々

わ
が
国
林
学
は
ド
イ
ツ
林
学
の
導
入
に
よ
り
始
ま
る
。
そ
の
経
過
を

整
理

・
記
録
し
た
も
の
に
、
根
岸
賢
一
郎
ほ
か
「
千
葉
演
習
林
沿
革
資

料
(
六
)
|
松
野
先
生
記
念
碑
と
林
学
教
育
事
始
め
の
人
々
(ぱ」

が
あ

る
。
そ
の
記
述
に
よ
っ
て
林
学
繁
明
期
の
経
過
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
と

• J 

志
賀
は
明
治
二
三
年
大
林
区
署
長
と
兼
務
で
農
科
大
学
教
授
と
な
る
。

緒
方
道
平
を
晴
矢
と
し
て
、
松
野
棚
、
中
村
弥
六
、
志
賀
泰
山
ら
の

林
学
導
入
に
お
け
る
活
躍
は
、
何
れ
も
政
府
高
官
の
指
示
な
い
し
後
押

し
を
受
け
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
松
野
ら
の
才
覚
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
明
治
期
の
殖
産
興
業
策
、
官
林
整
備
の
重
要
性
が
背
景

に
あ
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

明
治
二
十
三
年
東
京
農
林
学
校
は
帝
国
大
学
農
科
大
学
林
学
科
に
な

る
。
東
京
山
林
学
校
か
ら
東
京
農
林
学
校
、
さ
ら
に
農
科
大
学
へ
の
道

筋
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
東
京
山
林
学
校
で
は
、
中
村
が
志

賀
ら
他
分
野
の
人
材
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
に
留
学
生
を

派
遣
し
、
ド
イ
ツ
か
ら
外
国
人
教
師
を
招
鴨
し
(
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で

の
同
窓
生
マ
イ
エ
ル
及
び
グ
ラ
ス
マ
ン
)
、
教
科
の
充
実
に
努
め
た
。

明
治
二
十
二
年
中
村
は
教
授
を
辞
任
、
林
務
官
と
し
て
山
林
局
勤
務

と
な
る
。
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
た
が
、

山
林
局
に
は
彼
を
煙
た

く
思
う
勢
力
が
あ
り
、
嫌
気
が
さ
し
て
政
界
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
前
記
し
た
森
川
は
、
初
期
の
林
学
留
学
生
が
す
べ
て
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
森
林
植
物
学
教
授
ハ
ル
テ
ィ
ヒ
完

o
Z江
田

R
Pむ
の
も

と
を
訪
れ
、
ハ
ル
テ
ィ
ヒ
・
ル

l
ト
と
も
い
う
べ
き
林
学
生
の
留
学

(8
)
 

ル
l
卜
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

一
八
八

0
年
代
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

学
国
家
経
済
学
部
は
林
学
六
講
座
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
和
歌
明
期
の

日
本
の
林
学
教
育
を
担
う
留
学
生
が
す
べ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
国
家
経

済
学
部
に
留
学
し
、
そ
の
学
科
課
程
を
忠
実
に
移
植
し
た
、
と
述
べ
て

13 
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い(幻。帝
国
大
学
移
行
の
際
に
は
、
高
橋
琢
也
の
よ
う
に
、
宮
林
の
管
理
経

営
者
の
養
成
が
主
務
で
あ
る
筈
と
農
科
大
学
へ
の
移
行
に
反
対
す
る
意

見
も
強
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、
帝
国
大
学
評
議
会
に
は
、
農
学
・
林

学
・
獣
医
学
に
対
す
る
学
問
的
評
価
か
ら
、
分
科
大
学
に
加
え
る
こ
と

に
対
す
る
反
対
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を
文
部
省
専
門
学
務
局
長
漬

尾
新
が
抑
え
て
、
帝
国
大
学
農
科
大
学
が
設
置
さ
れ
る
。

志
賀
は
教
育
体
制
は
日
本
人
の
教
官
に
よ
る
べ
き
と
考
え
、
農
林
学

校
卒
業
生
か
ら
優
れ
た
人
材
を
選
ん
で
早
急
に
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
せ
、

林
政
学
の
専
門
家
を
仕
立
て
た
い
と
考
え
る
。
山
林
局
勤
務
の
川
瀬
善

太
郎
を
選
び
、
そ
の
留
学
を
東
京
帝
国
大
学
評
議
会
に
諮
り
、
明
治
二

十
五
年
、
川
瀬
の
留
学
を
実
現
さ
せ
る
。
志
賀
は
明
治
二
十
六
年
ま
で

教
授
と
し
て
勤
め
、
そ
の
後
は
講
師
と
し
て
明
治
三
十
三
年
ま
で
勤
め

る
が
、
大
半
の
期
間
は
林
務
官
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
九
年
、
官
界
を

離
れ
る
が
翌
年
早
く
も
復
職
、
折
か
ら
国
有
林
野
特
別
経
営
事
業
の
開

始
に
当
た
り
、
そ
の
基
礎
三
法
と
い
わ
れ
る
重
要
な
内
規
等
の
立
案
・

制
定
に
努
め
る
。
明
治
三
十
六
年
、
四
九
歳
で
退
官
、
の
ち
木
材
防
腐

の
研
究
に
専
念
す
る
。

松
野
、
中
村
、
志
賀
が
林
学
の
専
門
教
育
に
携
わ
っ
た
期
間
は
短
く
、

し
か
も
比
較
的
若
い
年
代
で
あ
る
。
志
賀
の
辞
任
に
よ
り
林
学
繁
明
期

は
終
わ
る
。
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
の
が
本
多
静
六
、
川
瀬
善
太
郎
、
河

合
姉
太
郎
、
右
田
半
四
郎
、
諸
戸
北
郎
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
定
年
ま
で

林山
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こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
形
作
ら
れ
た
林
政
学
と
は
何
か
見
て
み
よ

う
。
ま
ず
林
政
学
教
科
書
の
構
成
を
み
る
。
川
瀬
『
林
政
要
論
』
の

編
・
章
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

緒
説
第
一
編
国
家
経
済
上
に
於
け
る
森
林
の
関
係
第
一
章

森
林
の
直
接
利
用
第
二
章
森
林
の
間
接
利
用
第
二
編
森
林
の

所
有
第
一
章
森
林
の
所
有
及
び
林
業
の
沿
革
第
二
章
各
種
森

林
の
所
有
第
三
編
森
林
に
対
す
る
政
府
の
任
務
第
一
章
保
護

林

第

二

章

森

林

警

察

第

三

章

森

林

刑

事

第

四

章

林

役

権

第
五
章
林
地
の
整
理
及
び
分
割
制
限
第
六
章
林
業
組
合
第
七

章
営
林
監
督
第
八
章
森
林
教
育
第
九
章
森
林
試
験
所
森
林

統
計
及
び
森
林
会
第
十
章
木
材
関
税
及
木
材
貿
易

本
多
・
川
瀬
と
も
同
じ
よ
う
な
教
科
書
の
こ
の
構
成
は
、
彼
ら
が
範

と
す
る
ド
イ
ツ
の
林
政
学
教
科
書
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る

C
-
F
S円・

司
o
g
q
o
E跨
EH
国
自
己
σロ
各
心
耳
司
0
2け
5
ユ
印
}
百
戸
第

一版、

一
八
八
七
年
及
び
冨
Z

H
山口骨
2
・
国
自
己
σ
5
U
(凶巾門司
0
5吾
o-HEW-

第
一
版
、
一
九

O
五
年
、
章
節
名
参
照
)
。

川
瀬
は

「
森
林
の
所
有
及
び
林
業
の
沿
革
」
の
章
で
、
「
ド
イ
ツ
森
林

は
中
古
に
は
濫
伐
に
任
さ
れ
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
始
め
に
か

け
て
漸
次
保
護
さ
れ
る
が
、
従
来
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
林
役
権

の
行
使
頻
繁
と
な
り
落
葉
下
草
採
取
甚
だ
し
く
、
森
林
濫
伐
が
進
ん
だ
。

一
方
、
往
時
の
狩
猟
特
権
か
ら
森
林
権
が
分
離
さ
れ
そ
れ
が
変
じ
て
警

察
権
と
な
っ
た
。
林
業
経
営
者
は
専
門
的
知
識
の
な
い
狩
猟
者
だ
っ
た

林山

勤
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
林
学
の
草
創
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

萩
野
敏
雄
『
第
4
・
林
学
と
原
稿
の
個
人
史
』
の
附
「
大
久
保
利
通

建
議
書
」
の
中
の
つ
己
「
山
林
局
職
制
」
の
「
本
局
」
は
「
本
局
の

事
務
分
ケ
テ
四
課
ト
ス
」
と
あ
り
、
「
第
四
課
林
学
考
究
培
養
経

験
ノ
コ
ト
ヲ
掌
ル
」
と
あ
る
。
「
こ
こ
で
「
林
学
』
と
あ
る
の
は
新
造

語
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
地
か
'
り
し
て
再
認
識
す
べ
き
概
念
で
あ
ろ
う
。
」

こ
う
萩
野
は
述
べ
て
い
る
。
山
林
局
の
職
制
の
一
つ
、
課
と
し
て
「
林

学
」
が
創
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

明
治
二
十
五
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
か
ら
学
位
を
受
け
た
(
私
費
留

学
)
本
多
静
六
が
帰
国
す
る
。
山
林
局
に
就
職
の
予
定
だ
っ
た
が
、
志

賀
泰
山
の
計
ら
い
で
農
科
大
学
助
教
授
と
な
る
。
本
多
は
造
林
学
が
専

円
だ
っ
た
が
、
川
瀬
が
帰
国
す
る
ま
で
林
政
学
の
講
義
も
行
う
こ
と
に

な
る
。
三
年
後
、
川
瀬
は
帰
国
す
る
。
こ
う
し
て
、
本
多
次
い
で
川
瀬

が
農
科
大
学
の
教
壇
に
上
が
り
林
政
学
を
講
じ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
わ
が
国
の
林
学
は
、
為
政
者
が
人
造
り
か
ら
誘
導
、
そ
の

人
達
が
ド
イ
ツ
に
留
学
、
そ
の
国
の
林
学
を
わ
が
国
に
輸
入
し
官
学
と

し
て
創
り
上
げ
た
、
あ
る
種
の
「
空
中
楼
閣
」
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
国
有
林
の
山
林
官
が
大
学
の
教
授
に
な
り
、
ま
た
山
林
官
に
戻

る
と
い
う
よ
う
に
、
国
有
林
あ
る
い
は
固
の
行
政
組
織
と
一
体
と
言
う

べ
き
形
で
林
学
の
実
体
が
作
ら
れ
て
き
た
。
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政
学
と
は
何
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が、

C
・F
-
E
R
t
m
(
一
八
一
一

1
一
八
三
七
年
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
国
森

林
行
政
を
司
る
)
、
同
・
〈
・
の
0
2
p
同
ロ
ロ
己

g
E
m
g
(吋
}E巾
E
ロ
mg)、

出

3
2
(
2
2
m
g
)
な
ど
輩
出
、
専
門
林
業
者
を
養
成
し
又
学
術
研

究
を
為
し
殊
に
造
林
学
・
森
林
数
学
・
経
理
等
の
原
則
を
発
見
せ
ら
れ

し
こ
と
少
な
し
と
せ
ず
」
と
も
述
べ
た
。

前
述
し
た
が
、
志
賀
の
計
ら
い
で
助
教
授
に
な
っ
た
本
多
は
造
林
学

が
専
門
だ
が
、
川
瀬
が
留
学
を
終
え
帰
国
す
る
ま
で
の
間
林
政
学
を
講

じ
た
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
本
邦
で
初
め
て
出

版
さ
れ
た
林
政
学
教
科
書
、
農
科
大
学
助
教
授
林
学
土
ド
ク
ト
ル
本
多

静
六
『
国
家
と
森
林
の
関
係
林
政
学
前
編
本
多
氏
風
拠
』
を
著
し

た
。
本
多
は
明
治
三
十
六
年
に
、
明
治
二
十
七
年
版
を
改
訂
し
た
『
増

訂
林
政
学
』
を
出
版
し
て
い
る
。
以
下
、
本
多
著
の
引
用
・
記
述
は
、

断
ら
な
い
限
り
『
増
訂
版
』
の
も
の
で
あ
る
。
「
林
政
学
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
は
、
内
容
に
大
き
な
違
い
が
な
い
川
瀬
の
記
述
を
記
す
。

川
瀬
善
太
郎
は
、
そ
の
著
『
林
政
要
論
』
の
「
緒
説
林
政
学
の
解
」

で
、
「
林
政
学
は
独
逸
語
に
司
O
円印
Go--HHW
と
称
す
。
然
れ
ど
も
此
用

語
た
る
漸
く
十
九
世
紀
の
終
に
お
い
て
下
町
可
氏
の
始
め
て
採
用
し
た

る
も
の
な
り
。
即
ち
往
時
に
あ
り
で
は
諸
学
者
種
々
の
名
称
の
下
に
林

政
学
乏
講
じ
従
っ
て
其
の
説
術
す
る
所
及
び
之
が
範
囲
も
亦
た
多
少
の

差
異
あ
り
」
と
し
て
、
各
学
者
が
林
政
学
に
対
し
て
下
し
た
名
称
及
び

「
義
解
」
の
大
要
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
省
略
す
る
が
、
続
け
て
川

瀬
は
こ
う
述
べ
る
。
「

Z
可
氏
は
森
林
及
び
林
業
を
国
家
及
び
国
民
経
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済
上
之
が
経
営
に
対
し
て
学
術
的
論
究
を
為
す
に
あ
り
。
:
・
中
略
・
:
林

政
の
実
務
と
は
林
業
に
封
す
る
公
共
的
即
ち
国
家
的
業
務
を
云
ふ
な
り
。

市
し
て
之
が
為
に
政
府
は
森
林
に
向
て
或
は
制
限
的
干
渉
を
加
え
或
は

之
が
保
護
育
生
を
強
め
或
は
之
が
事
業
の
奨
励
を
為
す
。
:
・
中
略
・
:
余

輩
は
又
た

Z
冒
氏
の
義
解
に
倣
い
林
政
の
範
囲
を
二
様
に
別
ち
政
府

が
森
林
及
び
林
業
を
国
家
経
済
上
よ
り
観
察
し
最
も
大
な
る
国
民
の
福

利
を
計
る
是
れ
即
ち
林
政
の
業
務
な
り
。
又
森
林
及
び
林
業
を
国
家
経

済
上
よ
り
論
究
し
彼
れ
が
最
大
利
益
を
給
す
る
原
理
を
知
る
。
日
走
れ
即

ち
林
政
学
の
要
旨
な
り
と
解
説
せ
ん
と
す
。
因
て
吾
人
は
森
林
の
国
家

経
済
上
に
於
け
る
関
係
を
説
術
し
後
林
業
に
対
し
国
家
の
採
る
べ
き
政

策
に
及
ば
ん
と
す
。
元
来
林
業
上
私
人
経
済

(
P
F
E
Z
-立
与
え
円
)

の
関
す
る
事
項
及
び
之
か
経
営
方
法
を
研
究
す
る
は
森
林
経
理
洋
の
範

囲
に
属
す
る
を
以
て
林
政
学
は
深
く
此
に
論
到
せ
ざ
る
べ
き
な
引
」
。

も
う
一
人
教
科
書
を
書
い
た
小
出
房
吉
の
『
森
林
政
策
』
に
つ
い
て

は
、
川
瀬
『
林
政
要
論
』
を
引
用
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
内
容
に
と
く

に
特
徴
は
み
ら
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

+Aγ 

4
必
作
t

山

三
市
町
村
林
論
に
つ
い
て

川
瀬
の
言
う
「
森
林
に
対
す
る
政
府
の
任
務
」
、
つ
ま
り
当
時
の
国

の
林
政
の
主
要
な
対
象
と
考
え
ら
れ
る
の
は
国
有
林
、
市
町
村
だ
が
、

紙
数
が
な
く
、
後
者
の
論
説
の
み
見
る
。
な
お
、
本
多
・
川
瀬
と
も
、

私
有
林
に
関
し
て
は
保
安
的
制
限
及
び
施
業
監
督
に
つ
い
て
触
れ
る
の

(( ~ 
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関
連
し
て
川
瀬
は
「
林
役
権
」
の
章
で
、
独
逸
に
於
け
る
林
役
権
の

起
原
を
詳
述
し
、
「
領
主
町
村
及
び
一
箇
人
に
付
て
種
々
異
り
た
る
関

係
を
以
て
成
立
せ
し
と
離
も
之
を
要
す
る
に
設
定
行
為
、
時
効
及
び
法

律
の
規
定
に
従
う
も
の
の
外
は
今
日
の
法
律
上
純
然
た
る
地
役
権
と
称

す
べ
き
も
の
な
く
悉
く
当
初
恩
恵
的
又
は
黙
認
に
よ
り
使
用
収
益
を
許

さ
れ
或
は
之
に
向
て
幾
分
の
対
債
を
為
し
(
物
品
、
金
銭
、
或
は
労
役

を
以
て
)
因
習
馴
致
し
終
に
一
種
の
権
利
を
構
成
し
た
も
の
な
り
故
に

そ
の
権
利
主
体
も
今
日
の
地
役
の
如
く
確
固
た
る
不
動
産
に
従
属
せ
ず

多
く
は
部
落
其
も
の
に
付
随
せ
り
因
て
文
此
点
に
付
て
見
る
と
き
は
我

国
旧
時
の
藩
有
林
に
於
て
地
元
村
民
の
使
用
収
益
を
許
さ
れ
た
る
も
の

又
村
有
林
に
於
る
入
会
権
の
如
き
も
の
と
殆
ど
同
一
な
り
我
国
の
藩
有

林
又
は
村
有
に
於
る
入
会
権
に
付
て
は
目
下
材
料
蒐
集
中
に
し
て
他
日

(

げ

)

一
書
を
編
纂
せ
ん
と
す
」
。
こ
う
述
べ
、
経
済
の
進
歩
、
農
工
業
の
発

達
は
こ
の
権
利
の
必
要
度
を
減
ら
し
、
一
方
の
林
業
の
合
理
的
進
歩
は

大
い
に
林
役
権
の
妨
害
を
認
め
る
に
至
っ
た
と
し
て
、
林
役
権
の
整
理

及
び
解
除
に
つ
き
独
逸
、
填
太
利
、
葡
萄
牙
の
例
を
述
べ
て
い
る
。

次
の
記
述
は
、
地
方
的
な
林
役
権
解
除
に
つ
い
て
の
川
瀬
の
判
断
基

準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
要
す
る
に
林
役
権
解
除
の
必
要
は
国
家

経
済
上
よ
り
観
察
し
其
解
除
に
依
て
林
業
の
利
を
増
進
す
る
と
農
業
又

は
其
地
方
の
便
益
を
剛
減
す
る
と
の
比
較
上
林
利
の
増
大
が
優
る
場
合

に
生
ず
べ
き
事
に
し
て
農
業
者
が
若
し
も
其
林
役
権
解
除
に
よ
り
て
得

た
る
賠
償
を
以
て
農
事
の
改
良
を
成
功
し
以
前
に
増
す
の
利
益
を
生
ず

林山

み
で
あ
る
。
政
府
内
務
省
は
明
治
二
十
一
年
市
制
・
町
村
制
の
公
布

(
翌
年
施
行
)
以
来
、
町
村
合
併
を
強
力
に
進
め
、
同
時
に
部
落
・
旧

村
の
持
つ
山
林
の
新
町
村
へ
の
統
合
を
進
め
、
町
村
基
礎
財
源
の
強
化

を
図
ろ
う
と
し
て
き
た
。
両
者
の
著
書
が
発
刊
さ
れ
て
七
年
の
の
ち
、

明
治
四
十
三
年
に
は
市
町
村
財
政
安
定
と
草
山
か
ら
人
工
林
へ
の
転
換

を
目
的
と
し
、
農
商
務
・
内
務
次
官
通
牒
「
公
有
林
野
整
理
開
発
に
関

す
る
件
」
が
出
さ
れ
、
部
落
有
林
野
の
町
村
へ
の
統

一
と
造
林
を
強
力

に
進
め
よ
う
と
し
た
。
同
年
に
開
始
さ
れ
る
治
水
事
業
に
よ
り
そ
れ
ら

は
財
源
を
得
て
実
績
を
上
げ
る
に
至
り
、
、
叫
ん
の
後
政
府
・
府
県
の
助
成

に
よ
り
人
工
造
林
が
進
め
ら
れ
る
元
と
な
引
。

川
瀬
は
「
町
村
林
の
必
要
」

に
お
い
て
、
「
森
林
の
所
有
及
び
使
用

は
往
古
何
れ
も
共
同
的
で
所
在
地
方
の
住
民
は
殆
ん
ど
自
由
物
の
如
く

使
用
収
益
し
て
き
た
が
、
経
済
関
係
及
び
民
事
法
律
関
係
の
進
歩
す
る

に
従
い
こ
れ
ら
不
確
定
の
使
用
収
益
権
は
解
除
さ
れ
、
一
方
町
村
行
政

の
進
歩
は
完
全
な
財
産
を
必
要
と
し
、
こ
と
に
今
の
自
治
制
度
に
お
い

て
は
完
全
な
る
方
法
で
経
営
管
理
し
、
自
治
の
資
と
す
べ
き
で
あ
る
。

森
林
は
、
町
村
財
産
と
し
て
最
適
の
性
質
を
持
ち
、
永
久
保
続
の
法
案

を
l
k異
動
変
改
す
る
を
許
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
確
固
不
動
の
元
資

で
あ
る
」
。
「
林
業
は
其
範
囲
広
大
、
収
入
も
巨
大
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず

経
営
業
務
は
実
に
簡
易
、
当
初
は
多
少
費
用
と
労
力
は
要
る
が
、
法
正

の
み
峨
と
な
る
時
は
一
施
業
区
で
一
人
の
施
業
者
と
一
二
一
一
の
保
護
吏
で

足
り
る
」
と
述
べ
た
。

16 
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る
場
合
の
如
き
は
無
論
林
役
権
の
解
除
を
行
ふ
べ
し
と
難
も
要
役
者
の

得
た
る
賠
償
資
本
は
彼
れ
等
に
於
て
生
産
的
に
浪
費
し
若
く
は
死
蔵
せ

ら
れ
一
方
に
於
て
は
農
業
の
衰
退
を
来
し
或
は
森
林
地
方
の
貧
民
の
如

き
彼
れ
が
職
業
と
生
活
の
途
を
失
う
に
至
る
等
の
場
合
に
於
て
は
政
府

た
る
も
の
林
役
権
の
解
除
に
付
き
十
分
な
る
注
意
と
考
慮
を
要
す
べ
き

も
の
な
り
殊
に
其
解
除
の
賠
償
と
し
て
給
興
す
可
き
物
件
に
付
て
は
最

(
同

日

)

も
安
全
に
利
用
せ
ら
る
る
も
の
を
撰
ば
ざ
る
可
か
ら
ず
」
。

こ
の
林
業
と
農
業
の
選
択
な
い
し
競
合
そ
し
て
両
者
の
関
連
の
問
題

は
、
地
主
の
算
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
国
家
経
済
上
の
問
題

で
あ
っ
た
。
の
ち
に
経
済
学
・
経
済
史
学
の
論
点
と
な
る
。

川
瀬
は
、
財
産
と
し
て
安
全
・
確
実
で
あ
り
、
し
か
も
収
入
は
巨
大

だ
が
造
成
に
大
き
な
費
用
を
要
せ
ず
、
森
林
が
法
正
状
態
に
な
れ
ば
経

営
管
理
に
人
手
が
要
ら
ず
市
町
村
の
財
産
に
最
も
適
し
て
い
る
と
述
べ

た
。
本
多
も
「
正
当
な
る
林
業
は
法
正
蓄
積

(
2
2
5巴
l

〈
O
吋
『
え
)
消

耗
を
許
さ
ざ
る
も
の
な
れ
は
宛
も
法
律
が
基
本
財
産
の
消
耗
を
禁
す
る

旨
趣
に
合
し
」
と
川
瀬
同
様
、
ド
イ
ツ
林
学
の
知
識
を
交
え
た
論
理
で
、

ド
イ
ツ
の
林
業
に
な
ら
い
、
法
正
蓄
積
を
持
っ
た
人
工
林
の
市
町
村
有

林
が
必
要
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
川
瀬
は
、
「
林
役
権
は
わ
が
国
藩

有
林
又
は
村
有
林
に
お
け
る
入
会
権
の
如
き
も
の
と
殆
ど
全
一
で
あ

(
ゆ
)る
」
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
例
を
参
考
に
し
、
一
般
の
農
民
が
草
肥
、
牛
馬

の
飼
料
採
取
し
て
い
る
入
会
山
を
市
町
村
有
と
し
て
統
一
し
、
植
林
を

進
め
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

17 
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四

高

橋

琢
也
『
町
村
林
制
論
』
に
つ
い
(問

高
橋
は
松
野
と
同
年
で
あ
り
、
松
野
、
中
村
、
志
賀
同
様
ド
イ
ツ
語

に
堪
能
で
あ
っ
た
。
大
学
南
校
の
教
授
方
か
ら
陸
軍
兵
学
寮
出
仕
と
な

り
、
ド
イ
ツ
兵
制

・
兵
書
の
翻
訳
に
従
事
し
た
。
明
治
十
八
年
当
時
、

山
林
局
長
だ
っ
た
武
井
守
正
が
欧
州
各
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
尼
大
な
資

料
翻
訳
の
た
め
、
参
謀
本
部
西
周
の
斡
旋
に
よ
り
同
年
高
橋
が
山
林
局

勤
務
と
な
っ
た
。
高
橋
は
武
井
の
指
示
に
よ
り
各
国
の
制
度
を
調
査
し

た
。
そ
れ
に
基
づ
い
た
明
治
十
九
年
「
大
小
林
区
官
制
」
に
よ
り
国
有

林
管
理
組
織
が
発
足
し
た
。
明
治
二
十
二
年
、
林
務
官
に
な
り
、
青
森

大
林
区
署
長
、
二
七
年
山
林
局
に
戻
り
森
林
法
制
定
の
業
務
に
係
わ
り
、

二
十
八
年
山
林
局
長
、
二
十
九
年
議
会
に
森
林
法
案
提
出
、
紛
糾
し
た

審
議
の
末
三
十
年
法
成
立
、
そ
の
五
月
後
に
依
願
免
官
、
の
ち
様
々
の

役
職
を
歴
任
、
沖
縄
県
知
事
、
貴
族
院
議
員
と
も
な
る
。

高
橋
は
、
明
治
二
十

一
年
『
町
村
林
制
論
』
を
著
し
て
い
る
。
『
森

林
杷
憂
』
(
明
治
二
十
一
年
)
、
『
森
林
法
論
』
(
明
治
三
十
一
年
)
と
併

せ
た
三
部
作
は
本
多

・
川
瀬
に
先
駆
け
た
林
政
論
で
あ
る
。

森
林
は
適
正
な
人
為
を
加
え
保
護
政
策
を
と
れ
ば
莫
大
な
利
益
を
生

む
。
所
有
者
以
外
の
者
が
も
っ
森
林
特
有
の
利
用
権
は
不
合
理
で
あ
り

公
認
す
べ
き
で
な
い
と
『
森
林
杷
憂
』
で
述
べ
た
。
『
町
村
林
制
論
』

で
は
、
明
治
二
十
二
年
発
布
の
「
市
町
村
制
」
は
自
治
分
権
の
制
度
で

あ
り
、
真
正
の
自
由
を
国
民
に
与
え
国
民
に
向
っ
て
最
大
の
福
祉
を
授

林山

(( ~ 
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三
井
昭
二
は
「
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
展
開
さ
れ
た
川
瀬
の
入
会
林

野
論
は
、

ド
イ

ツ
林
学
に
お
け
る
森
林
の
官
行
管
理
論
と
法
正
林
的
林

業
経
営
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
周
辺
住
民
の
生

活
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
い
た
明
治
期
の
日
本
林
政
を
象
徴
す
る
理
論
で

(
M
)
 

あ
っ
た
。
」
(
「
林
政
学
的
コ
モ
ン
ズ
論
の
源
流
」
)
と
述
べ
て
い
る
が
、

本
多
も
川
瀬
同
様
の
主
張
を
し
て
い
る
。

歴
史
学
及
び
法
律
学
分
野
か
ら
の
批
判
を
見
て
み
る
。

ま
ず
、
西
川
善
介
の
見
解
は
、
大
日
本
山
林
会
で
は
早
く
も
明
治
二

十
一
年
「
林
役
権
を
解
除
す
る
方
法
如
何
」
の
論
題
で
会
員
の
研
究
報

告
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
入
会
権
な
る
語
を
用
い
な
い
で
、

独
逸
語
の
司
O
円三
8
2
E
MH
の
訳
語
林
役
権
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
継
承
時
代
の
特
徴
を
見
出
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
ら
か
に

入
会
権
の
代
替
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
入
会
林
役
権
説
は
そ
の

後
林
学
者
川
瀬
善
太
郎
が
「
林
役
権
に
つ
い
て
」
(
『
大
日
本
山
林
会

報
』
明
治
二
十
九
年
五
月
二
ハ
一
号
、
六
月
二
ハ
二
号
)
を
報
告
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
多
少
内
容
的
に
規
定
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
そ
れ
は
せ

い
ぜ
い
ド
イ
ツ
林
役
権
の
研
究
を
一
歩
進
め
た
程
度
で
、
「
部
落
有
林
」

統
一
問
題
点
掴
家
事
業
に
参
加
以
来
、
結
局
は
政
策
的
傾
向
を
強
く
打

ち
出
し
て
ゆ
く
。

次
に
、
東
海
林
明
彦
は
、
「
十
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
『
林

役
権
』
の
解
体
過
程
」
に
お
い
て
、
「
ド
イ
ツ
の
林
役
権
に
関
し
、
わ

が
国
に
お
い
て
戦
前
に
林
政
学
者
に
よ
っ
て
紹
介

・
研
究
さ
れ
て
い
る
。

林山

け
る
こ
と
を
予
知
さ
せ
る
も
の
だ
。
森
林
は
最
も
堅
固
で
広
大
、
市
町

村
の
基
本
財
産
と
し
て
最
も
適
す
る
。
自
治
分
権
の
国
は
町
村
林
の
荒

廃
甚
だ
少
な
く
、
反
っ
て
画
一
環
権
の
国
に
町
村
林
の
荒
廃
極
め
て
多

い
。
社
会
生
活
上
の
自
由
を
一
層
広
大
な
ら
し
む
る
も
の
は
憲
法
国
会

と
市
町
村
制
で
あ
る
と
し
た
。
高
橋
は
市
町
村
制
実
施
の
時
宜
に
適
合

し
た
内
務
省
筋
の
行
政

・
政
治
の
課
題
か
ら
入
り
、
話
題
は
各
国
の
地

方
自
治
制
度
の
歴
史
、
地
方
制
度
論
に
及
び
、
わ
が
国
の
町
村
有
林
・

共
有
林
を
荒
廃
か
ら
救
い
、
林
業
を
振
興
し
、
殖
産
興
業
及
び
市
町
村

財
政
の
安
定
に
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
林
政

に
即
応
し
、

川
瀬
ら
の
林
政
学
の
流
れ
の
源
流
と
言
う
べ
き
か
。

18 

玉
川
瀬
の
入
会
権
研
究
に
つ
い
て

川
瀬
は
大
正
元
年
、
「
林
政
要
論
』
戸
予
告
し
た
入
会
権
研
究
に
つ

き
、
『
公
有
林
及
共
同
林
役
(
即
入
会
開
侠
)
』
を
発
刊
し
た
。
そ
こ
で

川
瀬
は
、
ド
イ
ツ
及
び
わ
が
国
の
公
有
林
に
於
け
る
権
利
関
係
や
経
営

(
管
理
官
行
を
推
奨
し
て
い
る
)
、
ド
イ
ツ
林
役
権
の
消
除
、
わ
が
国
部

落
有
林
の
整
理
な
ど
に
つ
き
改
め
て
述
べ
て
い
る
。
緒
説
で
、
ド
イ
ツ

ゐ
共
同
林
役
権
と
入
会
関
係
は
「
酷
似
」
(
川
瀬
『
公
有
林
及
共
同
林

健
』
)
だ
か
ら
、
林
役
権
の
「
整
理
消
除
に
周
げ
る
事
項
は
本
邦
人
削

関
係
の
整
理
に
対
し
最
も
参
考
と
な
る
も
の
な
rM
ハ
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ

の
共
同
林
役
権
の
成
立
か
ら
消
除
の
過
程
を
「
ダ
ン
ケ
ル
マ
ン
」
の
著

書
な
ど
に
よ
り
述
べ
て
い
る
。

/，，、
、、
/a

・
1

J
4
 

そ
れ
は
主
と
し
て
林
役
権
の
消
除
の
可
否
、
評
価

・
補
償
等
の
事
項
が

中
心
で
あ
り
、

し
か
も
ド
イ
ツ
の
林
学
書
の
翻
訳
の
域
を
殆
ど
出
て
い

な
い
。
そ
れ
は
、
林
業
の
保
護

・
振
興
と
い
う
林
政
的
立
場
か
ら
す
る

入
会
権
規
制

・
解
体
政
策
の
理
論
的
基
礎
づ
け
、
又
は
参
考
資
料
と
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
政
府
の
入
会
権
政
策
に
も
な
ん
ら
か
の

(
幻
)

影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
た
。

お
わ
り
に

明
治
政
府
は
、
「
殖
産
興
業
」
の
た
め
の
近
代
化
政
策
を
欧
米
の
文

物
の
輸
入
を
中
心
に
進
め
た
。
林
学
に
お
い
て
は
帝
国
大
学
農
科
大
学

を
拠
点
と
し
て
、
留
学
生
を
派
遣
し
外
国
人
教
師
を
雇
い
、
ド
イ
ツ
林

学
が
輸
入
さ
れ
た
。
カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
財
政
学
は
国
家

の
官
僚
が
お
こ
な
う
財
政
技
術
に
重
要
な
視
点
を
お
く
財
政
学
で
あ
る

が
、
林
政
学
に
は
カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
の
色
彩
が
強
く
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

川
瀬
ら
の
主
張
は
明
治
政
府
の
政
策
に
沿
う
、
な
い
し
主
導
す
る
形
で

展
開
し
た。

政
府
の
政
策
の
当
否
は
人
に
よ
り
判
断
の
別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

が
、
川
瀬

・
本
多
と
も
ド
イ
ツ
の
事
情
と
の
比
較
の
対
象
と
し
て
以
外

わ
が
国
の
林
業
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
ず
、
ド
イ
ツ
の
林
業

・
林

学
を
わ
が
国
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
考
え
方
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

マ令。
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研
究
者
が
、

社
会
科
学
の
諸
分
野
の
発
達
の
成
果
を
も
得
て
、

わ
が
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国
各
地
域
の
山
村

・
林
業
の
歴
史
及
び
実
態
を
確
か
め
、
異
分
野
と
の

交
流
も
経
て
、
自
ら
の
林
政
学
を
構
築
す
る
作
業
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

林
政
学
が
近
代
科
学
と
し
て
確
立
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
島
田
が

言
っ
た
「
翻
案
」
の
意
味
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

川
瀬
、
薗
部
か
ら
東

大
林
政
学
講
座
を
継
い
だ
島
田
は
そ
の
作
業
を
続
け
、
そ
の
業
績
は
戦

後
林
業
経
済
研
究
の
出
発
点
と
も
な
っ
た
。

林山

ー王(1
)
島
田
錦
蔵
『
新
訂
林
政
学
概
要
』
、
地
球
出
版
、
昭
和

(
2
)
川
瀬
善
太
郎
『
林
政
要
論
』
、
有
斐
閣
、
明
治
三
十
六
年

(
3
)
本
多
静
六
に
は
『
国
家
と
森
林
の
関
係
林
政
学
前
編
本
多
氏
蔵

版
』
、
発
行
者
本
多
静
六
、
明
治
二
十
七
年
、
が
あ
り
、
そ
れ
を
改
訂
し
た
も

の
が
『
増
訂
林
政
学
』
、
発
免
元
博
文
館
、
明
治
三
十
六
年
、
で
あ
り
、

島
田
は
そ
れ
を
指
し
た
。

(
4
)
内
田
老
鶴
圏
、
明
治
四
十
一
年

(
5
)
目
黒
書
底
、
昭
和
十
五
年

(
6
)
『
演
習
林
』
第
四
六
号
、
東
京
大
学
附
属
演
習
林
、
二

O
O七
年

(
7
)
作
陽
学
園
学
術
研
究
会
『
研
究
紀
要
』
一
九
巻
二
号
、
一
九
八
六
年

(
8
)
前
掲
森
川
論
文
九
頁

(
9
)
前
掲
森
川
論
文
一
二
頁

(叩
)
前
掲
萩
野
敏
雄
著
書
、
四

O
頁

(日
)
前
記
注

(
3
)
参
照
。

(
ロ
)
川
瀬
前
掲
書
、
一
頁

(
日
)
同
前
、
二

i
三
頁

(
U
)
林
野
庁
、
昭
和
三
十
五
年
、
七
一
四
i
七
=
二
頁
参
照

(
日
)
川
瀬
前
掲
書
、
三
二
五
i
三
二
七
頁

(
凶
)
同
前
、
三
二
八
i
一
二
二
九
頁

(
口
)
同
前
、
四
二
五

1
四
二
六
頁

(
凶
)
同
前
、
四
三
三
i
四
四
九
頁

(ω)
同
前
、
四
三
二

i
四
三
三
頁

(
初
)
こ
の
項
、
高
橋
琢
也
『
町
村
林
制
論
』
(
東
京
医
大
に
よ
る
復
製
版
)

及
び
小
林
富
士
雄
「
異
能
の
山
林
局
長
高
橋
琢
也
l
『
森
林
杷
憂
』

・
同

復
刻
版
刊
行
を
機
に
」
、
森
林
技
術
協
会
『
森
林
技
術
』
八
二
号
、
二

O

O
八
年
、
参
照

(
幻
)
川
瀬
善
太
郎
『
公
有
林
及
共
同
林
役
』
、
三
浦
書
庖
、
大
正
元
年

(
幻
)
川
瀬
前
掲
書
、
二

O
O頁

(
お
)
川
瀬
前
掲
書
、
士
二
頁

(
M
)
井
上
真
編
著
「
コ
モ
ン
ズ
論
の
挑
戦
」
、
新
曜
社
、
二

O
O八
年
、
所

収、

二
二

1
二
三
頁

(
お
)
『
大
日
本
山
林
会
報
』
明
治
二
十
九
年
五
月
二
ハ
一
号
、
六
月
二
ハ
二

号
、
西
川
善
介
『
林
野
所
有
の
形
成
と
村
の
構
造
』
、
御
茶
ノ
水
書
房
、
一
九

五
七
年
、
三
六
四
i
一
二
六
八
頁

(
お
)
『
法
学
』
三
四
巻
一
号
、
一
九
七

O
年

(
幻
)
同
前
一

i
七
五
頁
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(
元
東
京
大
学
教
授
)

。




